
＊牛伏川の活動は、長野県建設部や松本市などと連携して進めています。
＊本資料は平成26年度長野県地域発元気づくり支援金事業で作成しました。

※企画協力：土木・環境しなの技術支援センター
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牛伏川（牛伏寺川）は、地元では古くから「ごふくじがわ」とよばれています

● 松本駅から車で20分
● 塩尻北インターから車で15分
● カーナビでは「牛伏寺（ごふくじ）」を検索して下さい。
● 大型バスは、国道19号村井下町北→新白姫橋（右折）
　経由として下さい。
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＊砂防施設等はどなたでも自由にご覧いただけます。
＊案内を希望される場合は事前にご連絡をお願いします。
＊問い合わせは下記までお願いします。

明治から大正時代に日本古来の
石積み技術により造られた砂防施設
明治から大正時代に日本古来の
石積み技術により造られた砂防施設

近代建造物の傑作

牛伏川へのアクセス牛伏川へのアクセス【牛伏川の魅力】

住　所 ／ 長野県松本市内田2151-4
ＴＥＬ ／ 090-8328-8658（加藤まで）
メール ／ yama3417＠mx2.avis.ne.jp
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(内務省3号堰堤)

(杉ノ沢直線水路)

ブナの木権現(標高1,500ｍ付近)

牛伏川と砂防施設をご案内します

あがたの森公園
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